
（別紙２） 

中津川市文書管理・決裁システム構築及び導入支援業務 

プロポーザル評価基準 

 

1. 審査方法 

審査方法は、提出された企画提案書その他関係書類の書類審査、プレゼンテーション

審査及びデモンストレーション審査を行い、その合計点で優先交渉権者を選定する。 

ただし、６者以上の業者から提出がなされた場合には、書類審査を１次審査として実施

し、上位５者による最終審査を実施する。 

 

2. 審査内容と配点 

項目 

区分 項目 配点 参加者が 5 者

以下の場合 

参加者が６者

以上の場合 

最終審査 

１次審査 書類審査 
提案見積書 10 

機能要件確認書 90 

最終審査 実演審査 
プレゼンテーション 200 

デモンストレーション 200 

審査合計点数 500 

 

3. 評価項目及び評価内容 

(１) 書類審査 

① 提案見積書（様式第７号）の金額（システム構築・導入支援費用、システム使

用・運用保守費用等の合計）を基に、次のとおり評価点（小数点第２位を四捨

五入）を算出する。 

評価点＝１０点×（全事業者の提案見積書のうちの最低金額÷各事業者の提

案見積書の記載金額） 

※ただし、最低提案価格下限額は全体予定価格に対して６０%の金額を「下限

額」とし、下限額未満の見積額は、下限額を見積額と見做して価格点を算出す

る。 

② システム構築・導入支援費用が提案限度額を超える場合は、その時点で失格と

する。 

③ 機能要件確認書（様式第６号）を基に、減点方式により、次のとおり評価点（小

数点第２位を四捨五入）を算出する。 

④ 記号「◎」は２点の配点とし、機能要件確認書には２３０項目あることから、満点

は４６０点とする。  
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対応可否 記号 減点 

標準機能で対応可 ◎ 0 点 

標準機能による代替機能・代替運用で対応可 ○ 
-1 点 

カスタマイズにより対応可 △ 

いずれの方法でも対応不可 × -2 点 

評価点＝９０点×（機能要件確認書の回答結果から算出される点数÷機能 

要件確認書が全て◎の場合算出される満点点数４６０点） 

(２) 実演審査 

① プレゼンテーション 

1. 企画提案書に基づくプレゼンテーション及び質疑応答を実施し、提案者ご

とに次項の評価項目により評価点を算出する。 

2. 中津川市文書管理・決裁システム構築及び導入支援業務 業者審査委員

会（以下「委員会」という。）における各委員の評価点数の平均値（評価点

数の総合計÷委員の人数）を、当該提案者の評価点数（小数点以下四捨

五入）とする。 

② デモンストレーション 

1. 電子決裁機能を有する文書管理システムの操作性、機能等について「別

紙３決裁シナリオデモンストレーション」を基にデモンストレーションを実施

し、提案者ごとに次項の評価項目により評価点を算出する。 

2. 審査委員会における各委員の評価点数の平均値（評価点数の総合計÷

委員の人数）を、当該提案者の評価点数（小数点以下四捨五入）とする。 

 

4. 選定方法 

(１) 各評価点数を算出し、その合計が最も高い提案者を優先交渉権者として選定する。

なお、採点の合計点数が同点の場合は、機能要件確認書の評価が高い者を選定

する。 

(２) 各評価点数を合算した値（５００点満点）の 6割（３００点）を最低基準点 

とし、最低基準点に満たない提案者は選外とする。 
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プレゼンテーション【配点２００点】 

評価項目 配点 採点方法 

業務実施方針 ２０ それぞれの評価項目につい

て、下記５段階で評価し採点す

る。 

・「特に優れており 

十分満足できる」 

・「優れている」 

・「普通」 

・「やや劣っている」 

・「劣っている」 

実施体制 １５ 

システム構成 ２０ 

システム概要及び業務効率化 ２０ 

セキュリティ対策 ２０ 

保守及び運用支援 ３０ 

導入支援 ４０ 

サービス品質保証（SLA） １０ 

保守及び運用期間終了後の対応 １０ 

自由提案 １５ 

 

デモンストレーション【配点２００点】 

評価項目 配点 採点方法 

画面構成（デザイン、メニュー、業務内容の表示方法など） ４０ それぞれの評価項目につい

て、下記５段階で評価し採点す

る。 

・「特に優れており 

十分満足できる」 

・「優れている」 

・「普通」 

・「やや劣っている」 

・「劣っている」 

操作性（入力及び画面移行時の簡易性など） ４０ 

文書の収受から起案・決裁・施行までの流れ 

※電子決裁機能を含む 
４０ 

文書の引継ぎ・書庫保管から廃棄までの流れ ４０ 

検索機能 

（文書、簿冊及び文書保存箱の検索並びにデータ出力など） 
２０ 

その他ＰＲ事項 

（システム機能事務負担軽減・業務効率化、他のシステムより優れ

ている機能・特徴など） 

２０ 

 

採点方法 

評価基準 評価 点数 

特に優れており十分満足できる ５ 配点×１００％ 

優れている ４ 配点× ８０％ 

普通 ３ 配点× ６０％ 

やや劣っている ２ 配点× ４０％ 

劣っている １ 配点× ２０％ 

 


